


















2010（H22）県立高校入試解説
問１．

(ｱ) －5＋(－8)＝－5－8＝－13

(ｲ) 2－6×(3－5)＝2－6×(－2)＝2＋12＝14

(ｳ) － ＝ － ＝－

(ｴ) 14a2b÷ 2b＝ ＝ 7a2

(ｵ) (5x－3)－ (7x－6)＝ － － ＋ ＝ － ＝

(ｶ) ＋ ＝ ＋ ＝ ＋ ＝

(ｷ) (x＋ 2)2－(x＋ 3)(x－ 4)＝ x2＋ 4x＋ 4－(x2－ x－ 12)
＝ x2

＋ 4x＋ 4－ x2
＋ x＋ 12 ＝ 5x＋ 16

問２．

(ｱ)(x－ 1)(x－ 4)－ 10＝ x2
－ 5x＋ 4－ 10＝ x2

－ 5x－ 6＝(x＋ 1)(x－ 6)

(ｲ)(x＋ 5)2＝ 7 x＋ 5＝± x＝－ 5±

(ｳ) 2x＋3y＝1 ① ①×3 6x＋9y＝3
3x－5y＝11 ② ②×2 －）6x－10y＝22

19y＝－19
y＝－1

y＝－1 を①に代入して 2x－3＝1 2x＝4 x＝2 x＝2，y＝－1

(ｴ) y＝－ x2

x 2 4 変化の割合は yの増加量 － 8－(－ 2)

y － 2 － 8 xの増加量 4－ 2

したがって変化の割合は

(別解) 変化の割合＝(2＋ 4)×(－ )＝－ 3

(ｵ) (1) HF－ IF＝ HIと考える
△ CHF∽△ CABより

3：HF＝ 4：(4－ 1)

4HF＝ 9 HF＝

△ BCG∽△ BFIより
1：4＝ IF：(3－ 1)

4IF ＝ 2 IF＝

HI＝ － ＝

(2) EF－ IF－ EH と考えても良い
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問３．

(ｱ)点 Aは y＝ x＋3上の点で，x座標は6より，
x＝6を代入して，y＝6＋3＝9 A (6，9)
この点は，y＝ ax2上の点でもあるので，

9＝ a×62 a＝

(ｲ)点 Bは y＝ x＋3上の点で，y座標は 0だから，
0＝ x＋3より x＝－3 B (－3，0)
また，D (0，9) より，直線 BDの傾きを考えると
3コイッテ 9アガルので 3となる
したがって、y＝3x＋9

(ｳ)AD // BEより，△ ADF∽△ BEF AD＝6，BE＝9 より 相似比＝2：3

したがって DF：FE＝2：3 △ ADEと△ AFEは高さが同じなので底辺の比＝面積の比
したがって 面積の比は△ ADE：△ AFE＝2：3 △ CDB＝△ ADE＝2＋3＝ 5
だから，△ AEFと△ BCDの面積の比は 3：5

問４．

１ ○ ○

２ （ｱ）カードの取り出し方は全部で，5×5＝25 (通り)

３ そのうち，Bの箱の中の玉が5個になるのは，
４ (X，Y)＝(A，1)，(B，1) の2通り。
５

６ よって，求める確率は，

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

(ｲ) 30個入っている

１ A1 30－ 4＝ 26 C1 30－ 2＝ 28 30－ 1＝ 29
30－ 5＝ 25 30－ 3＝ 27☆

２ A2 30－ 8＝ 22 C2 30－ 4＝ 26 30－ 2＝ 28
30－ 10＝ 20 30－ 6＝ 24☆

３ A3 B3 C3 D3 E3
30－ 15＝ 15☆ 30－ 12＝ 18☆ 30－ 9＝ 21☆ 30－ 6＝ 24☆ 30－ 3＝ 27☆

４ 30－ 20＝ 10 30－ 16＝ 14 C4 30－ 8＝ 22 30－ 4＝ 26
30－ 12＝ 18☆

５ 30－ 25＝ 5 30－ 20＝ 10 C5 30－ 10＝ 20 30－ 5＝ 25
30－ 15＝ 15☆

６

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

（ｲ）5個の箱の中の玉の数が3の倍数となるのは，

(X，Y)＝(A，3)，(B，3)，(C，1)，(C，2)，(C，3)，(C，4)，(C，5)，(D，3)，(E，3) の9通り。

よって，求める確率は，
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問５．

(ｱ) n＝ 4のとき、pから qへ引く線は pの各頂点から 4本、qの頂点は 4つあるから 4× 4＝ 16
p内での横線は 4－1＝3 q内での横線は同じく 4－1＝3 3×2＝6
16＋6＝22

(ｲ) n× n＋(n－1)×2＝ 253
n2＋2n－2－253＝0 n2＋2n－255＝ 0 (n－15)(n＋17)＝0 n＝15

問６． (ｱ)(4＋ 6＋ 5＋ 3)× 4＝ 72
(3＋ 6)× 4÷ 2× 2＝ 36
72＋ 36＝ 108 108（cm2）

(ｲ)四角形 EFGHと四角形 FBCGを辺 FGはつなげた
まま展開する。

IJが最短より，展開図上で
線分 IJと FGとの交点が Kとなる。
HIと FGとの交点を Lとおくと，
EH＝ BI＝ FL＝ 3 cm

△ JKN∽△ IKL
JN＝ 2cm，IL＝ 4cm なので

LK：KG＝ 1：2

LK＝ LN＝ × 3＝ 1 (cm)

よって，FK＝ 3＋ 1＝ 4 (cm)

(別解)△ JKN∽△ JIMより
JN：JM＝ 1：3＝ KN：IM＝ 0.5：1.5
従って、LK＝ 1 ∴ FK＝ 4
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AKは AE，EF，FKを 1辺とする
直方体の対角線のなので

AK2＝ 42＋ 42＋ 42＝ 48
AK＞ 0より，AK＝ (cm)

問７．

(ｱ) (a) (あ)３

(b)∠ ODA (い)２ (う)６

(ｲ) ABは直径だから，∠ ACB＝ 90°よって，
∠ ABC＝ 180°－ 41°－ 90°＝ 49°

円周角の定理より，

∠ AEC＝∠ ABC＝ 49°
円周角の定理より，

∠ BAD＝∠ BCD＝ 26°
仮定より

∠ BAE＝∠ BAD＝＝ 26°
よって，

三角形の内角の和より

∠ AFE＝ 180°－ 26°－ 49°＝ 105 °

AC

4 3
4cm

4cm

4cm

5cm


